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第２部 聞き取り編 

 

この聞き取り調査の文は、平成 24年９月～11月にかけて、三池炭

鉱の元炭鉱マンや炭鉱関連産業従事者、その家族など６組７名に対し

て、NPO法人大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブによる取材によっ

て得られたものです。各人のプロフィールに登場する年齢・履歴等は

平成 24年に取材した時のものです。 
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猿 渡

さるわたり

 惠
めぐむ

 さん 
 

プロフィール  
男性、64歳、大牟田市出身、三池鉱

業所の係員・水道課→フレッシュウ

ォーター三池→大牟田市石炭産業科学館受付  

 

就職するまで 
私は根っからの地元の人間で大牟田以外で仕事をしたことはない。

昭和 38 年の炭塵爆発の時は、高校１年だった。三池工業高校３年生

の６月に会社の採用試験を受けて合格した。この高校はもともと三池

鉱山の私学で優秀な先輩をたくさん輩出していた。高校では、車など

の機械の構造や機械加工などを教わったので、炭鉱の仕事に特化して

学んだわけではない。当時は、ベビーブームで不景気、就職難だった。

ちょうど高校３年生の８月に、自校（三池工業高校）が甲子園に出場

し、初出場で初優勝した。大牟田にとってこの優勝は、労働争議の後、

疲弊して不景気だった時代の中で大きな、（地域が）活性化する出来

事だった。優勝パレードには大勢の市民が詰めかけて押すな押すなの

盛況だった。スポーツカーを用意して生徒を全員乗せパレードを始め

たが全部途中でオーバーヒートしてしまったという思い出もある。 

 

入社から閉山まで 
入社は昭和 41 年、職員採用で三井鉱山に入り、係員として働く。

当時はベビーブーム世代の就職難で、その数年前ほどから新規採用を

始めた三井鉱山は安定した就職先と思った。入社のきっかけは、父が
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三井鉱山三池鉱業所資材部輸送課に勤めていたからだが、入れ替え採

用ではない。父はトラックや通勤バスを運転していた。父が定年する

まで、部署は異なるが一緒に在職していた。 

見習で坑外実習を１年、２年目は坑内実習を１年、宮浦坑、四山坑、

三川坑をそれぞれ４か月ずつ行った。３年目に希望を出すことができ、

家から近い宮浦坑を希望したが、実際は四山坑に配属が決定した。 

配属直後は事務職をしながら実務に必要な国家資格の勉強をして

試験に合格した。四山坑には 15 年いた。機械調査係員で１年後に坑

内勤務、結婚した昭和 48 年に坑外の機械調査係員が２～３年。坑内

と坑外では給与に相当の差があり、坑内勤務を 15年すると 55歳から

年金が 100％もらえたことから坑内勤務を希望する人が多かった。そ

の後、坑内の本線機械 (石炭運搬機械や排水のメンテナンス、冷房装

置の維持管理、換気など) の主席係員を３年ほどした。一つの仕事を

覚えたら、すぐ別の仕事を任されるというようにどんどん変わること

が多かった。その後、常一番の開発機械、常一番の部内機械、昭和

53 年に三交替主席係員を歴任した。さらに１年ほど坑外の機械調査

の主席をした。 

四山坑の思い出といえば、本線機械にいたときに深度マイナス 670m

付近で当時の三池炭鉱で一番深い所にあるポンプ座

※

を据えたことで

ある。四山は深いところを掘っていたので水も多かったし、水温も高

かった。直径 450mmのでっかいパイプを延々と配置し、1,000トンバ

ッグが３本、設計容量は 20トン/分だったが、実際の湧水量が設計の

ほぼ倍だったため、ポンプも最初は 375kwの 10トン/分だったものを

450kw の 15 トン/分に設計変更し３台据えた。この 670m のポンプ座

は三池炭鉱の最後から２番目の新設のポンプ座だった。  

また昭和 54 年頃、坑内の直接冷房設備がドイツから２台導入され

た。ドイツ人技師から私が直接指導を受けて設置し維持管理を行った。

その後、次々に直接冷房設備が 10台導入された。 
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昭和 58年に本社勤務 

昭和 58 年に本社(本所)の施設部の機械担当勤務となり、４年ほど

その勤務にあたった。  

この頃には、三山（三川坑、有明坑、四山坑）が坑口であり、自分

は三川坑の第１斜坑ベルトコンベアの営業費予算統制や、業者へ委託

していた社宅 24 か所の共同浴場の予算管理（水道代、ボイラー代、

番台の人件費など）を担当した。合理化縮小で浴場を少なくしていく

際の業者との折衝も担当した。ヤマの故障報告も受けていた。 

昭和 59年１月 18日の有明鉱火災のときは、直前の１月２日に有明

坑の坑内の巻き上げ機の運転手の教育をしに行ったばかりの出来事

だった。事故直後は資料作りで毎日夜遅くまでかかった。検察がダン

ボールを抱えて書類を押収に来たこともあった。忙しさは１年くらい

続いたと思う。 

昭和 61～63 年に、縮小し人を減らすという、３年連続の合理化が

あった。昭和 63 年、人員減少を補う目的で機械化・省力化が進んだ

大量採炭設備、三池ハイパワー・プラント（MHP）の１台目が導入さ

れ、第二鉱(旧有明鉱)坑内に設置するため、施設係長として赴任した。 

 

昭和 63年～平成５年に有明坑の施設第一係長(施設課長代理) 
昭和 63年からは第二鉱の施設係長として機械の新設・撤去・維持

保全を担当。平成３年の雲仙普賢岳の噴火の年に、JICA（国際協力事

業団）より、短期専門官として韓国の江原道（カンウォンド）に行っ

た。韓国への技術指導として、粉塵対策、冷房対策を日本の支援で行

っていた。平成５年からは、施設課長代理を拝命し職員組合を離れ、

管理職となった。平成６年にはオーストラリアへ炭鉱の視察に行った。

炭鉱の規模の大きさに驚いた。この当時といえば、繰り込み場で 100

人くらいの人数を前に保安啓蒙するのも仕事の一つだったが、これが、

苦手だった。保安について数分の説明をするのだが、100人ぐらいを

前に話す。これを１日４回行った。その他には、係員を対象とした保
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安教育（１時間くらいの講義）を、OHPを使って行っていた。 

 

閉山、浄水場で働く 
閉山は平成８年頃、閉山が現実のものであることを初めて報道で知

った。閉山は 49歳の時だった。閉山前は部下を次の職場に送り出し、

少なくなっていく人数で仕事を回すのに追われた。自分は４～５日前

に水道課に行くことを知る。なかなか（閉山の）現実は受け入れられ

なかった。閉山当日は、全ての機械を置いたまま人だけ上がってきた

ような感じで、「ああ、明日から坑内に入られんたいなぁ、次第に機

械などが水没していくだろう」と思うと虚しい気持ちになった。でも、

高低差があるのですぐに水がせめ上がってくるわけではないので、取

り出しやすい場所の機械は残務要員の人達が坑外揚げした。坑内に取

り残された資材や設備は、今も坑内に水没している。坑内の水は溶解

性鉄分をものすごく含んだ水である。閉山後、翌日から宮原浄水場の

水道課長として勤務に入った。 

宮原浄水場は閉山対策の三井系列の子会社の一つ（正式名称はサン

ビルド、九州ビルシステムなど）だった。７～８歳上の生え抜きの上

司に教えてもらいながら、平常業務は設備投資計画・営業予算管理な

ど。 

そこで定年を迎えたが、再雇用され、平成 24年の 64歳までシニア・

アドバイザーとして働いた。その仕事は後輩の教育、草刈り、各所ポ

ンプの巡回・点検、残塩調査等を行った。最後はフレッシュウォータ

ー三池という名前だった。上水道には社水と市水があるが、社水の方

が歴史が長い。 
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大牟田市石炭産業科学館へ 

現在ޔ大牟田市石炭産業科学館ߩฃ付ߡߒߣ館内説明ߤߥをߡߒい

るޕ説明ޔߪ係員ߦ߈ߣߩ大人数を前ߦ説明ߔるߪߣߎあޔߢߩߚߞ

大人ߔߦるߪߩ慣れߡいるޔ߇小学生ߩ社会見学ޔߪ苦労ߔるޕょ

石炭館ߩ展示ߣ比ޔߡߴ実際ߩ坑道ߪ真ߞ暗ޔߢ扇風機運転音ߤߥ

ߡߒ決定߇閉山ޕߚߞ߆高߇湿度ޔ気温ޔߪߡߞよߦ場所ޕい߈大߇

見栄えߡߒ白ヒイントをߦ機械ޔ決߹れ߫ߣいߚߒ坑内を撮影ޔら߆

をよߡߒߊいޕߚょ

ょ

家族と日々の暮らし 

入社後ߪ実家߆ら通ߡߞいޔ߇ߚ昭和 ィ8 ᐕߦ結婚ޔߒ小川開ߩ職

員ߩアドヴトߦ住んޕߛ社宅ߪ昭和 年8 ᐕߦ完成ߚߒアドヴトޔߢ広

ょޕߚߞߛ㧞階ߩߡ㧟階建ޕ㧟LDKߪߐ

坑内ߦ配属ޔߪ߈ߣߩ現場ߣ連絡をߣる必要ߩある担当者ߎߣߩろ

炭鉱電ߣ自宅用ߦ中ߩアドヴトޕߚれߊߡߌߟ炭鉱電話をߦߋߔߪߦ

話㧔炭鉱専用回線㧕ߩ㧞台ߩジイボャ式黒電話߇あޕߚߞ現場ߣ連絡

をߣる必要ߩある担当者ߎߣߩろߦߋߔߪߦ炭鉱電話をߊߡߌߟれ

ߡߞ߆߆ߢそれ߽ߒ呼出ߩ時ߚߞあ߆何ޔߢ連絡߽それߩߣ坑内ޕߚ

߇ߌޔ߆故㓚ߣ鳴る߇電話ޕߚいߡ炭鉱電話を置いߦ横ߩ寝床ޕるߊ

人ޔ߆何ߣߥ߆現場ߦ出ߡいޕߚߞょ

そߩ後ޔ実家ߦ戻ޔ߇ߚߞ昭和 6年 ᐕޔ再び坑内ߦਅ߇る઀੐ߥߦ

自ߪ通勤バス又ߪ઀੐場߳ޕߚߞ入ߦ社宅ߩᐔ屋ߩ小川開ޔߢߩߚߞ

家用車ߢ通ߡߞいޕߚᐔ成 平平 ᐕ߆らޔߪ実家ߦ戻りޔ田舎暮らߒを

ょޕいるߡߒ

勤ߡ߼いߚ頃ޔߪあ߹り休ޔߊߥߪߺ半日ߩ日߽ޕあߚߞら子供ߣ

ㆆんߛりߥߗߥޕらޔ機械ޔߪ掘ߡߞいߥい日曜ߦベンテヂンスをߔ

るޕ߼ߚそれޔߊߥߢߌߛ緊急߇ߌޔߢ人や災害対策ߢ駆り出ߐれる

ょޕߚߞ߆多߽ߣߎ
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勤ߚ߼当初ߪ会社を辞ߚ߼いߣ思߇ߣߎߚߞ何回߆あるޕ実際ߦ

平イ～平6 ᱦߢ盲腸ߥߦりޔ㧞週間入院ޔߒ今߽ߢಾߚߞ傷߇あるޕ精

神的ߥストヤス߇原因߆？ょ

危険ߣいえ߫ޔ壁ߦ挟߹れそうߚߞߥߦりޔ急ߦ機械߇動いߢߩߚ

間一髪ߚߞߛり…ߣいう߇ߣߎあޔ߇ߚߞ大ޔߊߥ߇ߌߥ߈勤߼਄ߍ

あߪߣߎ出る߇人߇ߌޔߢ担当現場ߩ自ಽޔߚ߹ޕあるߢ幸運ߪߩߚ

ょޕߚߞߛ幸いޔ߇ߩいうߣߚߞ߆ߥߪ死亡੐故ޔߩߩ߽ߚߞ

妻ߪ社宅ߩ人ޔߣ洋裁をߚߒりޔ子供ߩ保護者同士ޔߢ付߈合い߇

あߚߞりޕߚߒ離れߡ暮らߔ今ޔ߽ߢ当時ߩ住人ߚߞߛ人ߣ会ߚߞり

ょޕるߔ

社宅ߏߩ近所ޔߪ大体職場ߢ顔見知りߢあޕߚߞ現在ߪᐕߦ㧝回ޔ

四山鉱不知火泊B会ߢ炭鉱ߩ仲間ߣ歓談ߔるߩを楽ߡߒߦߺߒいるޕょ
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菊本

きくもと

 保男

や す お

 さん 

プロフィール 
男性、60歳、長洲町出身、三井三池製

作所(三作)製缶(せいかん)工(退職)、

銀水社宅在住経験(現在は大牟田市内

在住) 

 

生まれ 
熊本県長洲町生まれで兄弟はいない。小学２年生頃、大牟田の三里

町に引っ越した。社宅ではなく借家だった。転居したが、父の仕事は

変わらなかった。長洲は田舎という感じだったが、三里町は長洲より

活気があり、四山分校や社宅に近く、四山・県境では活気があり、ヤ

ミ市場や夏祭り時期には、見世物小屋(四山神社の北側の坂のふもと

付近)、おばけ屋敷などの露店が並び、その頃が炭鉱の最盛期であっ

た。 

当時は四山に三里小学校の分校があり、運動会などは本校に分校の

児童がやって来ていた。炭鉱電車は当時タダで、四山神社前の西原（に

しばる）駅から原万田や万田まで電車に乗って友達の家に遊びに行っ

たりしていた。また電車に乗ること自体が遊びでもあった。電車は三

川坑などへの通勤目的や奥様方の買物などにも利用されていた。四山

には四軒長屋の社宅があった。三池港の海水浴場でも泳いで遊んでい

た。友達と海水浴場に遊びに行って、足がごそごそとするので拾って

みるとアサリ貝だったので、いくらか拾って翌朝の味噌汁になったり

していた。そこでよく遊んでいたのは、かくれんぼ、こま、ビー玉、

パチ（めんこ）などだった。 
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ਃ池争議ߩ頃ߩ⸥憶ߥߪい߇ߓ߅ޔ߇炭鉱ߢあߩߓ߅ޔߢߩߚߞ妻

ょޕߛようߚいߡߒߪりߚߞ行ߦߺᐳり込߇

ょ

仕事ࠍ得ࠆまߢ 

昭和ィ1ᐕ㧠暻ޔ中学校卒業後ޔ築町ߦあるਃ池製作所ߩ技能訓練

所ߦ養成工

※

ら給料߽出߇ߥ߆ߕわޕߚߒ㧝ᐕ間⎇修ޔߒ入社ߡߒߣ

れߎޔ߇ߚいߡߞ付属学校を持ߩ㧟ᐕ制ߩ中卒後ߦ渡瀬ߪߦ㧔ਃ作ߚ

ょޕる㧕ߥ異ߪߣ

小学㧢ᐕ生ޔߦ߈ߣߩਃ川坑炭ߓん爆発੐故߇ありޔ通ߚߞ小学校

㧔ਃ㉿小㧕ߩ校舎߇揺れߚようߥ⸥憶߇ありޟޔ炭鉱＝੐故ߩޠイベ

ヴグߪあ߆ߛޕߚߞらޔ採炭ޔ߆炭鉱機械ޔ߈ߣߚߞߥߣ߆ペテを作

る方ߦ進んޕߛ結局ޔ親ߣ相談ޔߡߒ手ߦ職をߚߌߟ方߇いいޔߒਃ

作ߩ方߇地਄ߩ઀੐ߢ安全ߢやり↲斐߇あるߥߪߢߩいߣ߆思いޔਃ

作ߦ決ޕߚ߼ょ

ਃ作ߪ昭和年ィᐕޔߦਃ池炭鉱߆ら独立ߣߚߒいう経緯߇あるޕ独

立後߽炭鉱機械ߩシゟアߪトセハޕߚߞߛਃ作ߪ炭鉱機械ߩ修理工場

ಽ社ߦ部門別ߪߡߒߣ形ߪਃ作ブシヂモヴやਃ池産業機械ޕるߚあߦ

化ޕߚߒ私߇いߚ製ㅧ部門ߪਃ作ブシヂモヴߡߞߥߣいるޕ機械担当

ޕいるߡߒ発足ߡߒߣ会社ߌਅ請ߩ暼明機械߽ਃ作ޕあるߢਃ作精工߇

りߚߒりಽ社化ߚߒ閉鎖ޔ߇ߚいߡߞ工場を持ߦᩔ木ߣ渡瀬ߪߡߟ߆

ょޕいるߡߒ

ょ

三作ߢの仕事 

入社㧝ᐕ目ߪエメインジ㧔߈߇ߺ作業㧕をやߡߞいޕߚ入社当時ߩ

勤務ߪ炭鉱ߣ同ߊߓ交暶勤務制ޕਃ交暶ンੑ交暶߇あޕߚߞ私ߩ部門

ߊ遅ߪ残業ޕߚߞߛ16時終業ߩ㧤時始業ߊߥߪߢਃ交暶ޔߪ場合ߩ

ޕろうߛߚߞ߆ߒ߹うらやߪ人ߩ会社ߩઁޕߚߞߛߢ߹1緑時頃߽ߣ

ߞいߡߞߥߦ勤務時間ߥようߓ同ߣ会社ߩ普通ߣわߓわߓޔ߽ߣߞ߽

入߇職員(職長ン係長ン課長)ߣ労働組合ߪ組合ߩਃ作ߪ入社当時ޕߚ
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る職員組合߇あޕߚߞ後ߦ労働組合ߦ一本化ߐれߦߜߩޕߚ昇格ߡߒ

職員ᓙ遇ޔ߇ߚߞߥߪߦそߩ当時ߪ組合߇一本化ߐれߡいޕߚ組合ߢ

妥結ߩ製作所ߢいう形ߣよそ何割߅߅ߩ昇給妥結㗵ߩ組合ߩ炭鉱ߪ

㗵߽決߹ߡߞいߚようޕߛਃ作ߩ労組ޔߪߣ今߽ߢ付߈合い߇あるޕょ

製缶工ޔߪߣ金属加工ߢߣߎߩあるޕペテを作る߇ߩ主ߥ઀੐ޕ鉄

朋㧝枚߆ら部品をಾり出ޔߒ製ㅧߔる߇ߩ઀੐ߢあޕߚߞいߦ߆効率

よߊ作る߇߆問われるޕਃ作ߪฃ注製作ޔߢߩߥ確ߦ߆製ㅧ部門ߪあ

る程度ߩ規格ߪある߽ޔߩߩほߣんߪߤ一点߽ޕߚߞߛߩょ

઀੐ߦ関ߔるߪߣߎ炭鉱߆らಽ離ߚߒ会社ߢߩߥ親ಽ肌ߢ職人気

質ߩ人߽多ޔߊ઀੐を教え߽ߡらえる状況ޕߚߞ߆ߥߪߢそߩ頃ޟ棒

心ߣޠいうエャヴハߩ長߇いޔߡ㧟～㧠人を߹ߡ߼ߣいޕߚ何十人ߩ

中ߢ数人߇棒心ޔߢ職長߆ら棒心ߦ࿑面を渡ޔߒ棒心߆ら部ਅߦ઀੐

をߡߖߐいޕߚ実際ߪߦ部ਅߪ棒心ߩᐕ季奉公ߣいう感ߛޕߚߞߛߓ

ߣ߻取り方や技を盗ߩ寸法ߩ先輩ޔいうより߽ߣらう߽ߡ教えޔら߆

いう感ޕߚߞߛߓょ

ら物を作り߆࿑面ߩそޔߡ࿑面を書いߡߌ注文をฃޔߢ形ߚߒうߎ

਄ߌߥߍれ߫ߥらߥいޔߢߩ࿑面ߥ߼⺒߇いߣいߥߌいޕ例え߫ޔ斜

ߥら߆ಽߪߢߌߛߚ࿑面を࿑面通り見ߪߩ߽ߥいるようߡいߟߦ߼

いޕそޔ߼ߚߩਃ池工業高校ߩ夜学ߦ㧠ᐕ間通い勉強ޕߚߒいろいろ

߼辞ޔりߚいߡߒ居⌁りߊよߢ઀੐疲れޔあ߹ޕߚいߡら来߆会社ߥ

ようߣ思߽ߣߎߚߞあޕߚߞ࿑面を見ޔߡ現物を見ޔߡ学校ߢ勉強ߔ

るߣޔいうキイクャ߇あるޔߢߩ学校ߦ行ߪߩߚߞ非常ߦ役立ޕߚߞょ

具体的ߦ製作ߣߩ߽ߚߒいえ߫ޔュヴチバセジヴߢあれ߫部品をそ

れߙれ鉄朋ߤߥ材料߆らಾり出ߣߔいう߽ޕߚߞߛߩュヴチバセジヴ

港ߩਃ池港ޕߚいߡߞ作߽߆ߣネヤヴヘߖ寄߈掻߆ߣ部ಽߩアヴヘߩ

務所ߩ連⛯アンュヴジヴߩ基礎ߩ特定ߩ部ಽ߽ߤߥ工場ߢ自ಽ߇手

掛ޕߚߌ連⛯アンュヴジヴߪベャトコンベアߢ巻߈込んߢ਄ߦあߍる

シイハߢあるޕょ
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入社10ߡߒᐕ目頃(昭和ィ7ᐕ)ߦ港工場ߚ߈ߢ߇辺り߆ら割ߣ大߈

ょޕある߇憶⸤ߚߒߛ製品をㅧりߥ

実ޔߪ工場ߦあるクヤヴンߩトン数㧔大ߐ߈㧕を見れ߫ޔ大体ߤれ

ߪߦ港工場ߩਃ作ޕる߈ߢ断್߇߆ߩる߈ߢ製ㅧ߇ߩ߽ߩらいߊ 年0

トンߣ ィ0トンߩクヤヴン߇ᐳߡߞいるޔߢߩ計算਄ߪ合計70トン߹

ょޕるߥߦߣߎいうߣる߈ߢを製ㅧߩ߽ߩߢ

私ߪ基本的ߪߦ新ߒい߽ߩを工場ߢ作るߣいう઀੐ޔ߇ߚߞߛ઀੐

ベߩ機械ߚߒ納入ޔߒ大牟田备߳出張ޔߪߩいるߡߞ残ߦ憶⸤ߡߒߣ

ンテヂンス෸び補修(点検ン駆動部ߩߤߥ取り឵えン溶接ߩߤߥ補修)

を数日߆ら数カ暻程度ߚߒ઀੐ߢあるߣޕりわߌ苫小牧ޔߢアンュヴ

ジヴߣいう石炭ߩ積ߺਅろߩߒ機械を納入ޔߒ઀੐を߇ߣߎߚ߈ߡߒ

一番ߩ思い出ߢあるޕർ九Ꮊߩ新日鉄ޔߪߢ石炭឴ߍ運搬ߩ機械ߩ઀

੐をޕߚߒ退職前10ߩᐕほߪߤᐕߦ㧠～㧡回ほߪߤ短期間ߩ߽ߩを

含ߡ߼出張ߩベンテン補修をޕߚߒょ

ュヴチバセジヴߪ鉱山ޔߊߥߢߌߛ工੐現場やトンネャ工੐߽ߢ㊀

宝ߐれޕߚトンネャ工੐ߩ暷先端ߦ行ߚߞり߽ޕߚߒ横浜ベイノモセ

グߩ一ߟ手前ߩ橋㧔海਄㧕ޔ高速道路ߩトンネャ中ߩネ゙ン㧔トンネ

ャ内ߩグゟセトネ゙ンޔトンネャ立坑ߩコントメネ゙ン㧕ߪ㓐ಽ作ߞ

ょޕߚ

炭鉱ߩ坑内ޔߪਃ川坑ߩ排気坑道ߩ途中ߦあるネ゙ンߩ修理ߤߥを

スケグޔߦい時ߥいߡߒⒿ働߇等炭鉱ߺ盆休ޕある߇ߣߎߚߞ行ߦߒ

ュヴャを組んੑߢ交暶ߢ઀੐をޕߚߒ入気坑道

※

ߪ排気ޔ銀ᐳ通りߪ

ޔߌネ゙ンを手掛ߩ第ੑ人工島(港沖立坑)ޕߚߞߛ状況ߚߒ߼ߓ߼ߓ

イイチ(スメコ)ߩ立坑ケヴグߩ暼明坑ߚ߹ スャンネߩሼ型ߩޠコޟ߽

ャߣ鉄朋を組ߺ合わߡߖ製作ޕߚߒケヴグߩュヴハを巻ߌߟ߈るチメ

ヘ߽製作߇ߣߎߚߒあるޕそߩ際ߪワイボߩ自㊀߽考えߡ製作ߌߥߒ

れ߫ߥらߥいޕょ

一番大ߪߩ߽ߥ߈沖縄ߩ火力発電所ߦ一基 年古000 トンߩ連⛯アン

ュヴジヴをੑ基納߇ߣߎߚ߼あるޕあ߹り߽ߦ㊀い߽ޔߢߩߚߞߛߩ
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船が揺れて輸送船本体のフックが４つのうち１個無くなっており、船

から降ろせず、一般的な「ピンシャコ」（ピンシャックルのこと。

ロープなどを連結するための金具で、U字型の金具と先にねじを切

った棒とからなる）という金具を急遽取り寄せて加工して代用し、

事なきを得たことがある。 

35 年間勤務していたが、思うところがあって定年前に退職し、元

上司がやっていた電気化学工業の修理工場の作業長として転職し、60

歳で定年退職した。 

 

住居・家庭生活 
入社２年後、三作の銀水社宅（二軒長屋）に母と二人暮らしだった。

三作の社宅だけで、渡瀬、大間、その他のところに 400～500軒ほど

はあったであろうか。母が隣近所の方とワイワイガヤガヤとやってい

た。家の前の側溝の掃除など、母が「やろうかぁ」と声をかけると、

周辺の皆さんが出てきて側溝掃除を始めるという感じで、和気あいあ

いとやっていたようだ。一緒に仕事をしている人が、何軒か先の社宅

に住んでいる人だったりということが普通であり、社宅の自治会行事

で盆踊りやソフトボール大会などもする雰囲気があった。昭和 55年

に妻と結婚したが、妻も会社の同僚の妹である。また三井鉱山系列な

ので、炭鉱と変わらない条件で会社の施設である診療所やお風呂を同

じように使うことができた。 

15 年間ほど銀水社宅にいたが、銀水社宅を更地にするということ

だったので、荒尾の緑ヶ丘小学校近くのアパートに平成２年頃に移っ

た。なお、平成４年に大牟田に一軒家を建てて、現在もそこに住んで

いる。 
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金子

か ね こ

 福
ふ

久美

く み

 さん 
 

プロフィール 
女性、58歳、大牟田市出身、三井三池製作

所→三池鉱業所勤務の男性と結婚・退職→

英会話講師・がんばろい大牟田の会・大牟

田市カルタ歴史資料館元館長(平成 24 年３

月まで) 

 

生まれと就職するまで 
生まれも育ちも大牟田市の明治校区。三池炭鉱専用鉄道(の浜線)

よりも北側、つまり街中で育ったので、結婚しなければ炭鉱のことと

か、社宅のこととかも、全然経験はしなかっただろう。小さい頃にあ

った、争議とか爆発事故の記憶もない。小さい頃は私たちの生活が社

宅に全然つながっていなかった。親とかは話していたかもしれないが。

恩恵を受けていたとすれば、新栄町の売店。あそこに買物に行ってい

たということだけは、覚えている。みそ、しょうゆの計り売りとか、

市場とか、まだそんな時代（新栄町ができる前の栄町の頃）だったの

で。その頃は、誰でも買いに行けた。 

両親は自営業で、海苔の生産・加工会社をしていた。高校卒業後、

久留米の調理士専門学校に行って免許を取得。卒業後、おじが大阪に

いたこともあり、そこで仕事をしていたが、１年もしないうちに、実

家の手伝いをするため、大牟田に帰ってきた。給料がもらえるわけで

はないので、就職しようと思ったところ、親の知り合いの紹介で、三

井三池製作所に就職。労働組合の事務員として４年勤めた。 

同時に、学生時代からやっていた剣道を再開した。再開のきっかけ

は、剣道サークルが「三鉱（さんこう）道場」といって、鉱山の本社
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炭鉱ޔߪߎそޕߚߞあ߇体育館ン講堂㧔現：大牟田市立病院㧕ߦ中ߩ

ߪ剣道ޔりߚߞ柔道やޔりߚߞ合気道やޔ߇ߜߚ従業員ߦ後ߩ઀੐ߢ

ߞ面߽あߩ福利厚生ߩ炭鉱ޔߢる場ߔをߤߥバヤヴピヴャޔろんߜ߽

公ߩ警察官やઁޔߣいうߣスフヴゼ選手ߩ職員ޔ普通ޕ思うߣߛߩߚ

務員߇多いޔ߇企業ߢ選手を輩出ߣߚ߈ߢいうߪߩ珍ޔߊߒ大企業ߛ

をߩいうߣޠるよߡߞ剣道やޟޔߢߎそޕろうߛߣߎߚ߈ߢそߎら߆

聞いޔߡ社会人剣道を始߼るߥߣߣߎりޔ結局ޔ剣道ߢ炭鉱ߦ関係ߒ

ょޕߚߞ知り合ߣ主人ޔߢߎそޕߚߞいߡ

夫ߪ鉱山ߩ社員(鉱員)ޔߢ若い頃ߪ地ਅ㧔ਃ川坑㧕ߦ潜ߡߞ石炭を

掘ߡߞいޔ߽ߡ ߣߎߚߒを߇ߌޔ߇ߚいߡߒ従੐ߦ坑内作業ߪߣ߽ߣ

߽ありޔ施設工㧔修繕㧕ߢਃ川坑ߦਅߡߞ߇いޕߚਃ井火力発電㧔ਃ

川坑㧕ߦ出向ߡߒいޕߚ給料ߪ暻給制ޕそߩ後ޔ暼明坑੐故ߩ時߽ޔ

坑内ߦਅ߇る配属ޔ߇ߚߞߛ当日ߪ担当ޕߚߞ߆ߥߪߢょ

夫ޔߪ大牟田生߹れ大牟田育ߜ㧔小浜町㧕ޕ小ߐい頃߆ら剣道ߩ暼

力ߥ選手ޕ実家ߪ野菜屋ޕߚߞߛ小ߐい時߆ら習ߡߞいる師匠߇鉱山

関係ߦ勤ߡ߼剣道ߡߒい߽ߣߎߚありޔ夫߽鉱山ߢ働ޕߚߞߥߦߣߎߊ

交暶勤務߽あޔ߇ߚߞਃ交暶߇ߥߒら߽ޔ઀੐後ߪ必ߕ剣道ߩ稽古を

ਃޟޕߚߞあ߽ߣߎ出るߦ試合ߩ実業団ޔߡߒߣ剣道選手ޕߚいߡߒ

鉱道場ߦޠ通ߡߞいるߣいうޔߢߌߛ恐れられるߊらいߩ強豪ߥ道場

ょޕߚߞあߢ

ょ

結婚と社宅の生活 

結婚ߪ平6ᱦ㧔夫 年ィᱦ㧕ޕߚߞߛ߈ߣߩ結婚を期ߦ製作所を退職ޕ

結婚㧞ᐕ後ߦ長男߇生߹れるޕそߩ後ޔ次男を授߆るޕ剣道ߪ子供߇

ߢ߹ら閉山߆頃ߩ幼稚園߇次男ޕߚいߡߒ練習をޔ߽߈ߣߚいߦ腹߅

ޔߣいる人ߡߒ剣道をޕߚいߡߒビヴヘンテ゛ヴスャヴをߩ英語ޔߪ

英語ߢ話ߚߒいߣ思ޔߡߞ英語ߣߞߕߪ好ߢ߈独学ߢ勉強ߡߒいޔ߇ߚ

教え߇ߥら身ߌߟߦようߣ思いޔᐔ成元ᐕߦ講師ޕߚߞߥߣクメスߪ

幼児߆ら大人߹ޔߢ夆方ߦ週㧞～㧟回程度ޕ主人߇ਃ交暶ޔߢ寝ߡい
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るߪ߈ߣ気を遣い߇ߥらߔる߽ߣߎあޕߚߞ人ߩ出入り߇激ߒい生活

ょޕߚߞ߆ߥߒ人見知りを全然ߪ子供ޔߢߩߚߞߛ

昭和 イ6ᐕߦ社宅ߦ入るޕ社宅ߪ白金社宅㧔職員社宅㧕ߩߎޕ辺一帯

ߪ社宅ߩ自ಽޕ地域ߩ幹部職員社宅や住宅群ޔߡ߼企業߽含ઁޔߪ

100 坪ߋらいありޔ一戸建ੑ߇ߛߡ軒ߡߞ߇ߥߟいるޕそれޔ߇周囲

を含ߡ߼㧣棟あޕߚߞょ

社宅ߩ立地条件ߪ良ޕߚߞ߆駅や病院ߦ近ޔߊ買物߽近所ߦ商店㧔正

山売店㧕߇あり便利ޕߚߞߛ戦後ߦ建ߡられߢߩߚ古い㧔畳を取ߚߞ

ら防空壕߈ߢߦるようߥコンクモヴトߩ穴߇空いߡいߚ㧕建物ߢあߞ

߹れߎޔߢ風呂付㧕ޔ台所ޔ㧠DK㧔㧢畳ン㧤畳ン㧢畳ン㧠畳半ޔ߇ߚ

߇社宅ޕ庭߽広いޔߢようߩ旅館ޕߚߞߛߐい広ߥߩߣߎߛ住んޔߢ

広いޔ߼ߚ剣道ߩ同僚ߣ宴会を頻繁ߦ開ߊ拠点ߡߞߥߦいޕߚふߔ߹

を取り除いޔߡ畳部屋をޕߚߍߥߟ暷高ィ0人ߋらい集߹ߚߞ時߽あ

るޕ結婚後ߦ入居ޔ߼ߚߚߒ近所ߣᐕ代߇異ߥりޔよそߩ職員ߤうߒ

ߣ割ߪߣ近所ߏޔ߇ߚߞ߆ߥߪߢߓ感ߥあるよう߇合い߈あ߹り付ߪ

頻繁ߦ付߈合いߡߒいޕߚょ

社宅ߩ福利厚生߇良い߽ߩ特徴ޕ畳暶え㧔盆ߣ正暻㧕ޔふߔ߹暶え

るよ߼金を貯߅ߦ時期ߩߎޔ߼ߚߩそޕ安いߪ水道代ン家賃ޕ無料ߪ

う言われޕߚそߩ後ޔ家賃ߛߪんߛん値਄߇りޔ߇ߚߒそれ߽ߢ数千

౞程度ޕߚߞߛょ

白金社宅ޔߪߦ閉山߹ߢいޕߚ数߆暻ߪ延長ߡߒ入居ޔ߇ߚ߈ߢ閉

山を期ߦ取り壊ߥߦߣߎߔりޔ家を探ޔߒ西宮浦町ߦ家を建ߚߡ㧔現

在߽在住㧕ޕ引ߞ越ߔ際ߪߦ新聞社ߩ取材߽ฃޕߚߌ引ߞ越ߒを機ޔߦ

ビヴヘンテ゛ヴスャヴߪ辞ߡ߼いるޕょ

ょ

夫の仕事と閉山 

閉山ߩ時ޔߪߦ夫ޔߪ暼明坑㧔ਃ池坑㧕߆ら入坑ン昇坑ޕ夫߇暼明

坑ߦいる߆らߣいうޔߊߥߪߢߌߛ炭鉱߇無ߥߊれ߫大牟田ߤߪうߥ

るんߛろうߣいう思い߇あޕߚߞ働ߎߣߊろ߇ありޔそߦߎ家族߇い
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ߥߊ無߇それޕߚ߈ߡߒ活性化ߪߜ߹ޔߦいう風ߣߡߞあ߇社会ޔߡ

るߣいうߦߣߎ直面ޔߒ炭鉱ߦ対ߒありߣߥߚߞ߆ߚ߇いう気持߇ߜ

出߾ߓޕߚ߈ߡあޔ私߈ߢߦߜߚるߪߣߎ何ߣ߆考え߅ޟޔ߈ߣߚ疲

れߣޠ߹ߐいう一言をޔ言ߡߞあߚߍいߣいう気持ߥߦߜりޔ閉山時

ょޕߚߒߦߣߎるߔをߒ催ߩらい߉ߨ言うߣޠ疲れ様߅ޟޔߦ

自ಽޔߢ市民ߩ人ޔߦߜߚ閉山ߔる日ߦ暼明坑ߦ来ߊߡれるようޔ

80～70ޔߒ願い߅ ฬߊらい集߹ޕߚߞ横断幕を作ޔߡߞ通る従業員

߇一番方ޔ昼頃߅ߩ閉山当日ޕߚߌ߆呼びߣޠߚߒߢ߹ߐ疲れ߅ޟߦ

昇坑ੑޔߒ番方߇入坑ߔる時間帯ޕߚߞߛ彼らޔߪ手を਄ߚߍりޔク

メクシミンを鳴らߊߡߒれߚりߊߡߒれޕߚょ

夫ޔߪ閉山後ޟߪ黒手帳ޠを߽らいޔ閉山ߩ離職者対策ߢ優先的ߦ

職業訓練ߦ通いޔ再就職をޕߚߒそߩ後ޔߪ別ߩ職種ߦ転職ޕ再就職

先ޔߪ炭鉱や前職ߩ技術を活用ߔるߎߣろߥߪߢいޕょ

閉山前後ߩ頃ߪߦ夫ߩ給料ߛ߇んߛん少ߥߊߥる状況ߢあޕߚߞ閉

山前ߦ警察官ߩઁߤߥ職種ߦ転職ߔるޔߢߩߚ߈ߢ߽ߣߎ私ߪ見ಾり

をߡߌߟほߒいߣ思ߡߞ夫ߦ言ޔ߇ߚߞ夫ߪ㧔઀੐より߽㧕ޟ仲間ߣ

一緒ߦ剣道ߚߒ߇いޔޠਃ鉱道場ߢ剣道をߒ抜ߣߊいう意志߇強ߞ߆

閉山ߪਃ鉱道場ޕߛようߚߞ߆ߥれߥߪߦߜいう気持ߣ転職ޔߢߩߚ

いߡߒ稽古をߢ߹道場解体ߩ߼ߚるߔ建設߇病院ޔ後ߩそޔありߢ߹

ょޕߚいߡߒ練習ߡ体育館を借りߩ大牟田市ޕߚ

ょ

国際交流࡮ホ࡯ムステࠗ事業 

ᐔ成㧞ᐕߦ海备交流ޔߢ空手をߡߒいߚカヂジ人を㧝週間ほߤฃߌ

入れ߆ߡらޔ剣道ߢ备国人をビヴヘステイߡߖߐいޔ߹ߚ߹ߚޕߚ福

岡県ߩビヴヘステイ੐業߇あるߩを見ޔߌߟ会員⊓録ޕߚߒビヴヘス

テイを自ಽߩ家(社宅)ߢฃߌ入れߺߡるޔߣ玄関入߆ߡߞらޔ畳ޔߛ

汲ߺ取り式トイヤߡߞߛいޔߡߞ日本ߣいう߽ߩを紹介ߔる意味ޔ߽ߢ

社宅ߣいうߪߩ良ޕߚߞ߆ビヴヘステイߩ੐業߽ޔ家屋੐情ޔ社宅߇

使えߡ広ߣߚߞ߆いう߽ߩあޔߡߞ始߼るޕߚ߈ߢ߇ߣߎ食੐߆ら滞
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在費߽߅ޔ金をߣるわߥߪߢߌいޔߢߩ会社ߩ許น߽特ߦいらߞ߆ߥ

߆ムヴュセドޕるߣコプュッケヴシミンをߢ英語ޔߪߣ方ߩ备国ޕߚ

ら南米߆らޔ長い人ޔߢ㧝ᐕߊらいޕ現在߽継⛯ޕ武道ߦ関心ߩある

备国人ߪ多ޔߊ国内备を問わޔߕ夫ߩ剣道を教え߽ߡらいߚいン習い

ょޕいるߡ入れߌฃߦ自宅ޔいれ߫߇いう人ߣいߚ
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猿渡

さるわたり

 巧
たくみ

 さん 

奥

おく

苑

ぞの

 満子

み つ こ

 さん 
 

プロフィール 
(猿渡さん)男性、平成 24年 11月現在 89歳、三池鉱業所宮浦鉱電気

係員、大牟田市出身、長溝社宅、下記奥苑満子さんは長女 

(奥苑さん)女性、平成 24年 11月現在 61歳、長溝社宅で育つ 

 

三池炭鉱に入社 
小学校卒業後、12 歳で宮浦坑に採用となり、大牟田に住むように

なった。三池炭鉱に機械工のおじがいた。もう一人のおじも電気工に

いたこともあり、「炭鉱は嫌だ」と思ったが、おじに「電気の仕事も

あるので入ったらどうか」と勧められたこともあり、三池炭鉱に就職。

就職できる年齢（15 歳）までは、第２期養成工として２～３年過ご

した。給料は日給 55銭、午前中に学科、午後に実践だった。研修で、

電気の仕事以外に採炭などの実習もあったが、会社の土地の山の切り

崩しや公園つくり（勝立）などもやっていた。 

 

本採用になる 
鉱員で坑外の機械工として本採用され、電気の修繕を担当、初めは

上司について教えてもらった。電気の仕事は変電所など坑外の仕事が

多い。仕事の中心は電気設備及び配線等の据え付け、点検、結線など。

点検は目視で、ケーブルが傷んでないか確認していた。 
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１日の仕事 
繰り込み場で 20～30人が集まり、仕事内容の指示を受ける(繰り込

み)。宮浦坑から入坑するが、担当場所（初島・宮浦・横須（北磯町）、

南新開（みなみしんがい）など）までは人車で 20～30分かかる。中

で弁当を食べていた人もいた。三交替は一週間でローテーション交替

制、仕事の内容によっては常一番のときもあった。 

 

戦地に通信連隊として召集 
昭和 18年に戦地に召集され、香港に１年、北京に１年いた。通信

連隊（陸軍）配属だった。日本軍の通信教育係で電気の仕事をやって

いたことも考慮されていたかもしれない。 

入隊する時分、大牟田は戦禍がひどくなく、行った先も戦場ではな

かった。戦地では通信係として、通信の学校で学んでいた。修了した

その日が終戦の日で、宿舎は他の中国人が利用するため、すぐに帰国

することになった。担当が中国人で、帰りの手はずを整えてくれ、帰

してくれた。行きは列車で時間をかけて行ったのに対し、帰りは船で

佐世保に帰ってきた。大牟田に着いたときには、焼け野原だったが、

市役所と松屋と線路沿いの自宅周辺は、焼けずに残っており、自宅に

戻るのに苦労はなかった。帰国してからはすぐに、鉱員として働くこ

とができた 

（満子さん）父は、よく戦地に行った時のことは、話してくれるこ

とが多い。 

 

職員（係員）採用 
終戦後、資格試験（電気三種）を受けて合格したため、職員採用と

なる。鉱員に指示を出し、まとめる責任者の立場となった。給料は月

給制となった。採炭方法が変わると、電気系統も変わり、仕事内容も

変わっていった。ドラムカッター

※

の導入で、ケーブルを引っかける
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ことが多くなり、ケーブルの取り換えをやった。宮浦坑は特高（特別

高圧）電気を採用していた。残柱式

※

から小切羽（上下段のスライシ

ング

※

）採炭へと変化していき、また運搬も炭罐（たんがん）からベ

ルトコンベアへと変化していった。三池争議時には、職員組合の一員

として、すぐに生産再開できるよう訴えた。当時既に主席係員になり、

係員をまとめる立場であった。昭和 53年に 55歳で停年退職したが、

停年３か月前の昭和 52年までは宮浦坑の担当、昭和 52年に宮浦鉱と

三川鉱が合併し、残り３か月は三川坑に勤務した。 

 

思い出に残っていることは 
特殊な仕事だなということ。 

（満子さん）爆発事故は非日常で覚えている。小学校に集められて、

被害に巻き込まれてないか確認した。遺体があがってくると、親戚で

亡くなった人もいた。ガス中毒で亡くなると頬は赤く、ヘルメットを

したまま眠ってるように倒れていた。 

 

家族のこと 
父(巧さんの父)はぜんそくがひどかった。そのため、転職し、三池

製作所に勤めた後、自転車屋をしていたが、それもしばらくするとや

めて、久留米の BS（ブリヂストン）に据え付けの仕事をするも、退

社。母が父の入替採用で BSに入社した。 

妻（柳川の蒲地（かまち）出身）とは親戚の紹介で知り合い、結婚

した。妻は結婚後に大牟田に住んだ。専業主婦だった。踊りの「あずま

や」の名取りをとり、60歳で他界した。結婚後に生まれた子供は、

昭和 26 年に長女（奥苑満子さん）が生まれ、昭和 33年に次女が生ま

れた。７つ違いである。 

※
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暮らしと住宅の変遷 
就職時は大牟田市明治町の自宅にいたが、白アリがひどく、母の実

家がある江の浦（現みやま市高田町）に住んでいた。昭和 25年の結

婚を期に、長溝社宅（歴木）に住む。新築だった。二軒長屋で、間取

りは、各戸に畳の部屋が３つと台所・トイレがあった。共同で浴場

と水が使える場所（洗濯・水くみ）もあった。家には水を貯めておけ

る場所しかない。昭和 34年、職員採用された頃に長溝社宅内の２階

建ての社宅に移動。二軒長屋だが２階建て。１階に４畳と台所・トイ

レ。２階に６畳と８畳。お風呂は各戸つきで石炭で沸かす風呂のため、

鼻の下が真っ黒になりながら沸かした。 

（満子さん） 

父は家にはほとんどいないという印象。三交替で、一番は早朝（７

時よりも前）に出勤、二番は昼、三番で帰ってくる頃には、学校に登

校する頃であった。子供が周りに多くいて、講堂がいっぱいになるほ

ど。社宅で球技大会もあった。長溝社宅は七夕社宅の境目だったので、

幼稚園は七夕社宅の幼稚園に通っていた。争議時には、仲の良かった

付き合いが、急に悪くなり大変だった。石を投げられることも。この

頃、父は、会社で寝泊まりしていて、ほとんど帰ってこなかった。 

昭和 35年の争議時には、１年間だけ日出町に家を買った。家を購

入したが、すぐに区画整理のため、立ち退きをしなければならず、１

年後には、また長溝社宅に戻ってきた（２階建ての同じ場所に再入居）。 

日の出町に１年間転居したときは、それまでの三池小から白川小に

転校した。周りは炭鉱に勤めている世帯は、ほとんどいない。バス停

の近くだったため、自宅がバス券などを売っていたため、その手伝い

をした。家にテレビを購入し、それまでは自分が近所の家にテレビを

見に行っていたが、今度は、近隣から見にくるようになり、大勢、集

まっていた。楽しかったという思い出がある。昭和45年から46年頃、

現在の今山に自宅を購入。親戚からの紹介で土地がうまく手に入った

から。退職までの７年間くらい。どこに引っ越そうとも、職場までは

－ 51 －
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自転車（のちにバイク）で通える範囲であった。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

三池争議時の入坑の様子 

宮浦鉱関係資料 

退職証 
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長溝社宅配置図(昭和 34年頃、猿渡さん作成) 
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大家

おおいえ

 まどか さん 
 

プロフィール 
女性、52 歳、父が万田坑で

測量→三川坑で保安係→職

員（主に通気として勤務）、

大谷社宅・万田西町社宅(ま

どかさん出生)・原万田社宅

(職員社宅)・船津社宅（職員社宅）

で育つ。本人は民間会社や行政嘱

託を経て、NPO従業員。 

 

両親のことなど 
私の家族は両親、４歳上の兄の４人。父方の祖父はもともと炭鉱で

鉱員をしていたが 30代で、結核で亡くなった。そのとき父が 15歳、６

人兄弟の長男で家族を養うことになった。生前、祖父から農業技術の仕

事につくよう言われ、父もそのつもりで専門の高校に行こうとしていた

が、祖父の死後、一家を支えなくてはならなかったので、祖父の代わり

として 15歳で炭鉱に入った。高校に入る夢がかなえられなかったことも

あって、初めて暗くじめじめした坑内に下がったときに「ここは地獄の

一丁目だ」と思ったという。母は車職人の娘で専業主婦。炭鉱とは関わ

りない。 

父は勉強が続けられなかったこともあって、23 歳頃に働きながら

夜間の高校に４年、さらに短大に進学、中学社会の教員の資格をとっ

た。その間は会社が残業をしなくていいように、考慮してくれた。会

万田西町社宅の「西町桜」 
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社と仲間の協力で、学校に行けたと言っている。父は、教師に転職しよ

うと就職先を探したが、離島やへき地しかなく、生活の面から断念した。

その後、父の後輩も夜間の高校・大学に行く人が続いた。その中には、

会社を退職して、教師になる人もいた。炭鉱と全く異なる職場で、「失敗

したかな」と思ったが、その後、炭じん爆発事故を目の当たりにして、

教師で生きていく覚悟を決めて、定年まで勤め上げたそうだ。 

大谷社宅の時代、会社では残業をすると、パンの支給があったので、

兄が小さい頃は、残業後にパンを持って帰る父のことを指して「パン」

と呼んでいたらしい。父は職員登用後、住宅環境が良くなり、給料もよ

くなったと言っていた。現在では考えられないが、休みを週１日もとら

ないこともよくあった。 

父の勤務地は、私が生まれる前に万田坑から三川坑に変わり、定年

まで三川坑だった。いろいろなことが社宅ではあったようだ。引っ越

した今でも、社宅の友人とつきあいがある。 

 

西町社宅 
昭和 34年～42年の間が西町社宅だった。西町社宅は当時優良鉱員

向けの社宅で、住宅環境も良いことから、入居希望者が多かったとこ

ろだと聞いている。もともと西町社宅に親戚が住んでいたが、退居す

ることになり、その機会に親戚と交替で入居することができた。昭和

34 年に入居し、そこで私は生まれた。当時はもう少なくなっていた

が、病院ではなく産婆さんに取り上げてもらったので、社宅で生まれ

ている。 

木造５軒長屋 台所、茶の間、小部屋、トイレがついていたと思う。

近所づきあいがあり、仲が良かった。毎朝協力して、長屋の前の溝を

掃除する決まりがあった。朝の８時くらいに誰からともなく集まり

10 分ほどで終わったと思う。母は社宅内の集会所で生け花や栄養指

導を受けていた。また、着物・布団・毛布などを、業者が婦人会に頼

んで社宅に売りに来ることもあった。 
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㧔社宅配置࿑を見߇ߥߖら㧕会社ߩ保育園ޔ炭鉱ߢ働ߊ人ߩߜߚ子

供߇通う保育園ߣいう߇ߩあޕߚߞそれޔߢ㧠ᱦ～㧢ᱦ߹ߢ私ߎߎߪ

ߟ幾߇憶⸤߇ߚߞ߆ߐ小߽ߡߣޕߚߒ通園ߦ保育園ߩߎޔら߆西町ߩ

をᲤ日通ߎそޔり߅ߡߞ߇ߥߟうߎޔ߇㧕道ߊ行ߦ㧔保育園ޕある߆

園ߡߒいߩߎޔߢߩߚ辺ޔߩ⸥憶߇あるߎߣろを書߈込んߢいる㧔地

࿑参照㧕ޕ思うߣ結構遠ޕߚߞ߆人気㧔߭ߌߣ㧕ߥߩいߎߣろޔߢ(時

代߇)昔߆ߚߞߛら行ߚߌんߥ߾ߓいߛろうޕ߆今ߚߞߛらޔ多ಽޔ

誘拐߆ߣあߚߞらߣ考えるߣ怖いߥߪߢߩいߩߎޕ߆周り߽ߣߞߕ社

宅ߣߞ߽ޔߢޕߚߞߛ広い範囲ߩ社宅ߩ子供߇来ߡいޕߚ㧔地࿑߽㧕

社宅全体ߩ一部ޕߢߩߥょ

ਁ田西町ߩ社宅ߩ近ਁߪߦߊ田公園ߣハヴャ߇ありߦ߹ߚޔハヴャ

方面ߦㆆびߦ来ߚりߔるߪߣߎあޔ߇ߚߞ小学校㧝ᐕߩ時ߦ引ߞ越ߒߒ

ޔߣよるߦ話ߩ父ޕߚߞ߆ߥߪ機会ߊ行ߦㆆびߦハヴャߢ㧝人ޔߢߩߚ

オモンヌセクߩ強化選手ߥん߇߆来ޔߡ水泳を教え߽ߣߎߚあߚߞよう

れ߆㧕運動会߽開ߩ㧔保育園ߢߎそޔテッスコヴト߽ありߪߦߊ近ޕߛ

奥ޔߊ多߇傾斜߼ߚߚߞあߦ野⵿ߩ田山ਁߪ西町社宅ޕある߇ߣߎߚ

ょޕߚߞߛㆆび場ߩᕸ好ߩ子供ޔߡいߡߞߥߦ田山ਁߪ

ょ 社宅ߩ一角ߦ結構気持ߜ悪い場所߇ありޔ子供心ޔ߽ߦ近ߥߊߚ߈ߠ

い場所ޔߢ大人߽ޟあそߪߦߎ行ߣޠߥߊ言ߡߞいޕߚそれ߇何ߚߞߛ

ޔߦ߼ߚߔ戻߼跡を埋ߚߞうやらਁ田坑を掘ߤޔ߇ߚߞ߆ߥら߆ಽ߆ߩ

土砂を入れߚల填坑㧔ߓゅうߡんߎう㧕跡ߚߞߛようߊ߆ߦߣޕߛ西町

ߦ宅߅ߩߎߎ(ߡߒ地࿑਄を指)例え߫ޕある߇ශ象ߚߞ߆ߒ楽ߦ第一ߪ

ㆆびߦ行ޟޔߣߊあޔㆆびߦ来ߎޟޠߨߚれ߇あるߌんޔ食ߴんߣޠߨい

ろいろ食ߊߡߖߐߴれߩߎߎޕߚ家߅ߩ父ߐんޔߪ弁当ߦߕ߆߅ߩ作ら

れߚゆߢ卵をޔ自ಽߪ食ޟޔߦߕߴ食ߴんޔߡߞޠߨ私ߊߦれޕߚそう

ߩそޕߣޠ！ߦߩߥߕ߆߅ߩ弁当߅ޔߞあޟ߇んߐᲣ߅ߩ家ߩらそߚߒ

後߭ޔそ߭そ声ޟߢあんޔߚ今日߅ߩ弁当ޔߕ߆߅ߩ食ߤߡߖߐߴうߔ

るんߡߞޠߨいう声߇聞ߎえߡ来ޟޕߚあޔ悪いߥߚߒߣߎあߡߞޠ思

い߽ߟߟ食ߒ߽߅ޔߊ߆ߦߣޕߚߞ߹ߒߡߴろߊ楽ߒい⸥憶߇多いޕ߹
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ߞい߱ん入り洋ߕޔり߅ߢ住ん߇子ߩᐕਅߟ私より߽一ޔߪߦ家ߩ別ߚ

ߺ妙見㧔ޟޔߡߞ乗ߦ炭鉱電車ޔ後߽ߚߒ越ߞ引(ߦ原ਁ田社宅)ޕߚいߡ

ょうߌん㧕駅ߢ߹ޠ行ޔ߈沬りߢߌ߇ㆆびߦ行ߡߞいޕߚ妙見駅ߩ近ߊ

働い߇ߜߚ方ߩ曑亡人ޔߢ後ߩん爆発ߓ炭ޔいうߣޠアサッセトޟߪߦ

会ޔߡߞいߣ田ಽ院ਁޔߪ時代ߩ前ߩそޔ߇ߚߞあ߇ッセト工場ߚいߡ

社ߩ病院ߩಽ院߇あޕߚߞ炭鉱電車ߪ子供߽ߢ乗れޕߚ乗りߚい人߇勝

手ߦ乗ߡߞいޕߚそߩうߦߜ従業員ߣ家族ߪߦドスߚߺい߇ߩ߽ߥ配ら

れޔߡそれをឭ示ߌߥߒれ߫いߥߌいようޕߚߞߥߦょ

生活ߪ西町社宅ߢ੐足りޕߚ道路を渡ߎߣߚߞろߦ店߇ありߜޔょߞ

ޠ㧕ߖߺ前ん店㧔߹えんޟߪߜߚ私ޕߚ買えߢߎߎߪ日用品や食料ߚߒߣ

ޔਁ߇売店ߩਃ池商੐ߦ別ߪߣそれޕߚいߢ呼んߡߞ 田坑ߩ前ߦあޕߚߞ

ߊ保育園ߪ憶⸤ߩ西町ޕߚߞ入ߦ手ߪߩ߽ߥ必要ߩ大体ߢ店ߩߟ㧞ߩߎ

らいߩ小ߐい子供߇見ߚ世界߆ߛらޔ本当ߦ⁜い範囲ߩ話ޕߛょ

ょ

原万田社宅へ 

父߇鉱員߆ら職員ߢߩߚߞߥߦ鉱員社宅ߢある西町社宅ߦいられ

ߞ引ߦ原ਁ田社宅ߦߺ夏休ߩ小学㧝ᐕ生߇私ޔ昭和ィ平ᐕޔりߥߊߥ

越ޕߚߒ比較的近距離ߩ引ߞ越ޔ߇ߚߞߛߒ校区ߪ変わりޔ荒尾四

小߆ら荒尾ਃ小ߦ転校ޔߪߦߎߎޕ小㧝߆ら中㧞߹ߢいޕߚょ

建物ߪ㧞階建ߩߡ㧠軒長屋ޔ両端ߩ家ߪ㧞階߳直ߦ行ߌる大ߥ߈階

段ߟ߇い߅ߡりޔ前ߪ異ߥる目的㧔独身寮ߚߞߛようߛ㧕ߢ使用ߡߒ

いߩߚをޔ改修ߡߒ社宅ߥߪߢߩߚߒߦいߣ߆考えられるޕ長屋を壁

広ޕߚߞߛある社宅ߡߞ区ಾߦ㧠軒㧔ベザネセトシイハ㧕ߡ㧞階建ߢ

大ޔトイヤޔᐳ敷ޔ間ߩ茶ޔ台所ߦ㧝階ޔߊ西町社宅より߽広ޔߪߐ

ߚߒ入居ޕߚいߡߞ使ߦ子供部屋ޔ㧟部屋ߦ㧞階ޕߚߞあ߇物置ߥ߈

ߞあ߇階段ߥߐる小߇ߥߟߦ㧞階ߟう一߽߼ߚߚߞߛ端ߩ長屋߇ߩ

ߩいߥ少߇戸数ߪ職員社宅ޕ㧕共同浴場ߩ㧔職員社宅用ߪ風呂߅ޕߚ

共ߩそޔあり߇鉱員社宅ߥ大規模ߦ周りޕߚߞ߆ߐ共同浴場߽小ޔߢ
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同浴場の方がずっと大きかったので、人が少ない時は泳ぐこともでき

た。うらやましかったが使うことはできなかった。 

原万田社宅は、自宅の前に原っぱとミニプールがあり、そこで遊

ぶことが多かった。原っぱの手前に花壇があり、夏は花壇の中心の

水銀灯に虫がたかり、バチバチっと音がしていたのを思い出す。 

この頃、父は常一番勤務に変わった。自然発火の兆候があると、緊

急の呼出しを受けた。父の呼出しは休日だろうが、夜中だろうが関係

なかった。夜中に事務所の人からたたき起こされ１人現場へ向かった

ことも１度や２度ではなかった。父によると三川坑に到着すると父を

現場に送るために人車が待機していたという。その人車に飛び乗り報

告のあった場所を特定し、処置をするために暗い坑道の中を進んだそ

うだ。人車を降りるとキャップランプの明かりだけで先に進み、独特

のにおいを頼りに探したという。 

当時は家に電話がなく、事務所に連絡が入るようになっていた。

電話がある家は、よほど余裕のある家か、仕事上設置の必要がある

家だった。この頃までは、まだついていない家が多かった。それか

ら数年後に私の家も申し込んだが、電話を設置するまで、１年以上

かかった。 

友達の父親が事故に巻き込まれ亡くなったこともあった。子供な

がらにショックだった。とても優しいおじさんだった。原万田社宅

にも近くに炭鉱電車の原万田駅があり、当時は家族も乗れたので、

私の成長とともに行動範囲が広がった。５年生以上になると子供だけ

で炭鉱電車に乗り三井グリーンランドへ遊びに行った。この頃になると

だんだん、自家用車を持つ世帯もでてきた。 

母は、社宅内にある売店（肉・魚・八百屋に、今で言うスーパー

がついたようなもの）、私たちは、マーケット（貸本屋・雑貨屋・駄

菓子屋）で買物をしていた。マーケットに行くのは私の楽しみであ

った。社宅で手に入らない、衣類などは四山にあるお店に買いに行
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電気ンޕߚߞ߆値段߽安ޔあり߇市場ߥ߈大ߪ四山ޕߚいߡߒりߚߞ

水道ߪ会社ߩ社水を߭いߡいるޔߢߩ費用߆߆ߪらޕߚߞ߆ߥょ

当時߅ޔߪ弁当を買う場所ޔߊߥߪ妻߇病気ޔߢ夫߅ߩ弁当߇作

れߥいޔߣ近所ߩ奥ߐんޔ߇代わりߦ作ߊߡߞれߚりߔる߽ߣߎあ

ߏޟߦんߐ奥ߩ裏ޔ時ߚߞ߆ߥ作れ߇弁当や食੐߅ߢ風邪߇Უޕߚߞ

ょޕある߽ߣߎߚߞら߽ߡߞ言ߣޠߨん߆いߡߴ食ޔんߪ

原ਁ田ߩ鉱員社宅ߩ空߈家߽ߛんߛん目立ߡ߈ߡߞいޔߢߩߚ家

族ߦ内緒ߢそߢߎ拾ߚ߈ߡߞ犬をߞߎそり飼߽ߣߎߚߞあるޕ会社

れߊߡイベントを開いߩ子供ޔ߇いߥら߆ಽߪ߆ߩߥ組合ޔ߆ߩߥ

集ޔ祭り߇ん߹ޔߡߞಾߒ⾉荒尾コントメャ㧔映↹館㧕をޕߚいߡ

会所ߢクモスブス会߇ߤߥあޕߚߞ暷後ߦ᛽選会߇ありޔ豪華賞品

る児童ߔ入学ߦ小学校ޔߪߢ新組合㧔ਃ池新労組㧕ޕߚߞ結構あ߇

ょうߜޔ߇ߚߞߛ新組合ߪ父ޕߚれߐハヤゴント߇メンチコャޔߦ

らえるメンチコ߽߇ߥんߺޔ߼ߚߚߞߥߦ職員ߢシイプンエߩそߤ

ャを߽らい損ޟޕߚߞ߹ߒߡߨ私ޔߌߛメンチコャ߇㆑うߣޠ残念ߛ

ょޕいるߡを覚えߩߚߞ

組合ߩあߟれޔߪ߈私߇物心ߟいߚ頃ߡߞ߹ߐ߅ߪいߚようߞߛ

ޠߛߣߎいߥߌいߪߡ聞い߇子供ޔ多ಽߪれߎޟߊߥߣんߥޔߒߚ

全然影ߪ੐情ߩ大人ޔߪߦ子供同士ޕߚいߡߓ感ߢ肌ޔߪߩいうߣ

響ޕߚߞ߆ߥょ

ょ

船津社宅 

原ਁ田社宅ߦ中学校㧞ᐕ生߹ߢいޔ߇ߚ社宅をᢛ理ߔる会社ߩ方㊎

ߥ߆ߪ家ޕߚߒ越ߞ引ߦ船津社宅ޔりߥߊߥいられߦ原ਁ田社宅ޔߢ

り広ޔߊ一軒一軒߇独立ޔߡߒ周りを高い塀ߢ囲߹れߡいޕߚ社宅ߛ

ޕߚߞあ߇石炭風呂や女中部屋ޕߚߞあߢ一軒家ޔߊߥߪߢ長屋߇ߚߞ

建物自体ߪ古߇ߚߞ߆立派ߥ庭ߟ߇いߡいޕߚょ

船津社宅ޔߢ初ߡ߼水道代を払ޕߚߞ水ߩ使い方ޔߢ社宅育ߤ߆ߜ

う߇߆ಽ߆るߣ言われߡいޕߚ社宅ޔߣߛ水や߅風呂ߪ無料ߚߺいߥ
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ߡ出ߦ社会ޕいるߡ言われߣޔら߆るߔߦߒߥ߬ߞߒ流ޔߢߩߥߩ߽

ょޕߚいߡ߼ᚓߣようߌ気を付ޔߪら߆

船津社宅付近ߪ住宅地ޔ߇ߛ以前߹ߩߢ社宅ߩようߥ近所߈ߟあい

ょޕߚߞߥߣあい߈ߟいߥ関係ߪߣ社宅ߪあい߈ߠ෹㆐ޔߊߥߪ

原ਁ田社宅߆ら船津社宅ߪ近距離ߩ引ߞ越ޔ߇ߚߞߛߒ校区߇変わ

変わ߇教科書ޔ教育方㊎ޔ߼ߚ変わるߦら福岡県߆熊本県ߦ特ޕߚߞ

りޔ中㧟ߢฃ餧をបえߚᐕ度初ߦ߼転校ޔߢߩߚߒ適応ߔるߦߩ苦労

家をߦ荒尾市߇両親ޔ後ߩそޕߚいߦ船津社宅ߢ߹高校㧟ᐕ生ޕߚߒ

建ߡߡ社宅を出ޕߚ現在߽そߩ建ߚߡ家ߦ在住ޕょ

ょ

社宅時代ࠍ振ࠅ返ߡߞ 

私߇小ߐい頃ߪ周囲ߦいる人ߪ社宅ߦ住んߢいる人߫߆りߚߞߛ

いߥߩ関係ߪߣ炭鉱ޔりߥߦ高校生ޕߚߞ߆ߥߪߣߎ思うߦ特ޔߢߩ

෹㆐߆らޟޔ子供ߩ頃ޔ社宅同士ߩ෹㆐ߩベߩ中ߪߦ入りߚߞ߆ߊߦ

よߣޠ言われޔߡ备߆ら見るߣそう見えߣ߆ߩߚ気付ߐ߆れޕߚ小学

校ߪ炭鉱関係߆社宅ߩ෹㆐߇ほߣんޔߒߚߞߛߤ中学校ߥ߆߽ߢり多

船津社宅ޕߚ子߽いߚߒߊ亡ߢ੐故(ߩ坑内)父親をߪߦ෹㆐ޕߚߞ߆

ょޕߚߞ߆ߥい߇子ߩ同ᐕ代ޔߣ移るߦ

現在ߪ泉度泊大牟田ン荒尾炭鉱ߜ߹ߩネ゙ンクメノ関係ߩ業務ਁߢ田

炭鉱館ߦ勤務ߡߒいるޕᱧ史好ߚ߹ߚߢ߈߹炭鉱関係ߩᱧ史ߩ઀੐ߦ

携わるߥߦߣߎりߩߡߟ߆ޔ社宅ߩ白地࿑を見ߡߌߟ眺ߡ߼いるߣ幼

い頃ߩ⸥憶߇よ߇ߺえりޔ⸥憶をߡߞߤߚ書߈足ޕਁߚߺߡߒ 田山ߢ

木ߩ実を拾ߚߞりޔ落ߜ葉を拾ߚߞりޕ夏ߩ日ޔߦ汗߆いޔߡ大߈い

子供ߩ後を追いߚߌ߆りޔ秋ߩ枯草ߦピンߣߞ飛び乗ߡߞㆆんߛりޕ

今߽ߢ枯草ߩ匂いߚߒ߇りߔるޔߣ社宅ߩ生活を思い出߇ߣߎߔあるޕょ
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万田西町社宅配置図(大家さん作成) 
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原万田社宅配置図(大家さん作成) 
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古川

ふるかわ

 弘
ひろし

 さん 
プロフィール 
男性、平成 24 年９月現在 81 歳、

福岡県稲築町（現在 嘉麻市）出

身、三井山野鉱業所→三池鉱業所 

 

筑豊生まれ、炭鉱の経験 
父が筑豊の三井山野炭鉱に勤めていて、社宅で育った。父は石炭を

運ぶ運搬

※

の仕事をしていたが、昭和 15 年３月(弘さんが小３)のと

きに、作業中に炭車に挟まれる事故で亡くなった。当時、兄が既に同

じ炭鉱に勤めており、社宅を追い出されることはなかった。昭和 20

年３月 31日(高等小学校卒業翌日)から炭鉱の養成工として働き始め

た。終戦間近だったので、山の開墾だったり、石炭を運ぶ「ざる」(エ

ブ、エビジョウケ)を作るための竹を取りに行ったりという作業をし

ていた。同年８月 15 日の敗戦後、12 月から坑内実習を始め、採炭、

掘進

※

、充填の実習をした。捕虜収容所の撤収作業もした。翌 21 年

１月～３月は採炭をしたが、未成年の坑内作業は禁止になり、14 歳

だったので４月～６月は坑外の仕事をした。詰所の仕事、竹切り、防

空壕の埋め戻しなど。当時は食べたい盛りで、山の竹取りの仕事の時

に、一緒に行った人は、昼のお弁当を朝のうちに食べてしまい、山に

生えている「ギシギシ」の酸っぱい部分を吸ったり、山のグミを食べ

たり、トマトがなっていたら食べたりという人に象徴される。 

昭和 21年７月、８月の２ヶ月、坑内に入れることになり、採炭の

「本方」(ほんかた)として働いた。外地からの復員兵や引揚者が多く、

10～30歳代の若い人たちで編成された切羽だったので、「青年払」と

呼ばれていた。「準備方（又は「産炭方」）」が松の木で柱打ちをし、

充填し、発破穿孔していた。本方は準備方の後について、スコップで
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石炭をコンベアߦ積ޕ߻技術ߪそれほ߈ߢ߽ߡߊߥߤる઀੐ޕ当時ߪ

復員ߚ߈ߡߒ人߽多ߊいޕߚょ

坑内ߪ暗いޔߢߩ弁当ン水╴ޔߪ自ಽߩ手元ߦ置いޕߊ߅ߡ自ಽ߇

後山

※

をߡߒいるޔߦ߈ߣ同僚߇坑内ޟޔߢ水╴を㧝杯ߊれߥいޠ߆

ߚߞ断ߢߩう߹ߒߡߞߥߊ無߇ಽߩ自ಽߣるߍあޔ߇ߛߩߚ言われߣ

らޔ落盤߇あり目ߩ前ߢ同僚߇埋߹ޔߡߞ足をバシバシߡߒいޔ߇ߩߚ

忘れられߥいޕそߩ際ޔ坑内ߩ別ߩ場所ߢ働いߡいߚఱޔ߇੐故߇あ

ߚߌߟߌ߆ߢ急いߡߒ心配ߣ߆いߥߪߢߩߚߞ遭߇弟ޔߡ聞いߣߚߞ

一ߊら߫ߒޔߪߣఱޕߚいߡߒ安心ߡߞ߆ಽߣߚߞ߆ߥ߾ߓそうޔ߇

緒ߩ炭鉱ޔ߇ߚߞߛఱߪ昭和平平～平年ᐕ頃ߦ麻生炭鉱ߦ行ޕߚߞ昭和

平ィ ᐕޔ希望退職ߢ自ಽߩߜߚ先山

※

昭和ޕߚߒ退職߇人ߚߞߛ 平イ ᐕ

同級生数ߢ新規採用ޔ高߹り߇需要ߩ再び石炭ޔりߎ߅߇朝鮮戦争ߪ

人߇採用ߐれ18ޕߚᱦߩ時ߦ掘進ߩ઀੐ߦ移ߡߞ以降年平ᱦ߹ߢ掘進

をޕߚߒ昭和年8ᐕ 10暻ޔਃ井山野鉱業所ߪ規模をそߩ߹߹継ᛚޔߒ

第ੑ会社ޟ山野鉱業株式会社ߡߒߣޠ発足ޕߚߒ徹底ߚߒ機械化を࿑

りޔ労使ߩ努力ߢ暼沢答申㧔暼沢広己を団長ߔߣる石炭鉱業調査団ߦ

よる石炭対策ߦ係る総合的ߥ答申ޕスクメセハアンチニャチ政策を徹底

目標を਄回るニャチ鉱ߩ㧕ޕߚれߐスクメセハジウンߪ非能率炭鉱ޔߒ

㧔能率的ߥ採炭を行ߡߞいる炭鉱㧕ޔ߇ߚߞߥߣ昭和ィ0ᐕ㧢暻㧝日ޔ

爆発੐故ߢ平年7 人ߩ犠牲者を出ޔߒ昭和ィ8ᐕߦ閉山ޕߚߒょ

昭和 年平ᐕߦ結婚ޔߒ漆生坑社宅ߦ空߇߈あߢߩߚߞ入居ޕ当時ߩ

炭鉱社宅ߪ家族ߋるߩߺ付߈合いߪߣいう߽ޔߩߩ鉱員同士ޔߪ先

輩ン後輩ߩ਄ਅ関係߆ߞߒߪりߡߒいޕߚ食ߴ物߇乏ޔߊߒ電化製品

߇子供ߩ近所ޔߡいߡߞ持ߪメグオߩ真空管ޔ߇ߚߞߛい時代ߥ少ߩ

正ᐳをߡߒ聞ޕߚ߈ߦ߈電気ߪ会社߆ら通ߡߞいる電気ޔߢ時間帯ߦ

よߡߞ制限ߐれߡいޕߚ時間ߚߞߥߦら電気߇来ߥߊߥるޔߢߩメグ

オߩ電源ߪ点ߢߒߥ߬ߞߌよޕߚߞ߆ょ

ょ
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三池炭鉱に異動 

山野炭鉱ߪߦ生߹れ߆ߡら計年平ᐕ間いޔ߇ߚ昭和年8ᐕߩ 10暻㧞

日ߦਃ井山野߆らޔਃ池炭鉱ߦやߡߞ来ޕߚ山野炭鉱ߦ残るߢ߽ߣߎ

߇ゥャモアߩߢ߹今ޔߢߩう߹ߒߡߞߥߦ新規採用ߢ新会社ޔ߇ߚ߈

生ߥߖ߆いޕਃ井ߩ炭鉱ޔߣߛそߩ߹߹経ᱧを持ߖߎߜるߣいうߣߎ

ਃ池新労ޔߪ組合ߒߛߚޕߚߞߥߦߣߎ来るߦਃ池炭鉱ޔߢߩߚߞߛ

組ߦ入るߣいう条件ޕߚߞߛょ

当時ޔ自ಽߣ同ߓよう100ߦ 人以਄߇再採用ߢ当地ߦやߡߞ来ޔ߇ߚ

それߙれ宮浦ޔਃ川ޔ四山ޔ港務所ߦߤߥಽ߆れߡいޕߚߞ自ಽߪ宮

浦坑ߩ配属ޕ宮浦坑ߪ比較的浅いߎߣろߩ石炭層を掘ߡߞいޔߢߩߚ

長壁式ߛ߹

※

ಾ羽㧔ュンエ払㧕ޔߊߥߪ小ಾ羽採炭

※

ߪ職種ޕߚߞߛ

掘進工ߢあり߇ߥらޔ小ಾ羽採炭߳行߇ߣߎߊ多ޕߚߞ߆ょ

同ᐕ 11暻㧥日ߦਃ川坑爆発੐故߇起ߡߞߎいる㧔死者ィイ8人㧕ޕ自

ಽ߽ߩߡߟ߆同僚を亡ޕߚߒߊょ

宮浦坑ޔߪߢ㧡人ߢ㧝スヴヘを組ޔߺ㧠～㧡スヴヘߢ岩盤掘進ߩ઀

੐をޕߚߒ新労同士ߢ組߇ߣߎ߻多ޔ߇ߚߞ߆旧労(ਃ池労組)ߩ人ߚ

ょޕߚߞいう場合߽あߣ新労߇ߌߛ自ಽޔߢ中ߩߜ

坑内ߩญ笛禁ᱛߣいう話ߪ聞いߣߎߚあるޔ߇それߪ昭和ߩ初ߩ߼

頃ߩ昔話ޔߢ実際ߪ関係ߥいޕ覚えߡいるޔߪߩ小ಾ羽採炭ߩ現場ޔߢ

当時ߩ東京オモンヌセクߩCMߩゥャセスネヤヴゲޟより速ޔߊより

高ߥߜߦޠߊんޟޔߢより広ޔߊより速ޔߊより高ޠߊ掘りਅߍるん

ょޕߚいߡߞを言い合ߣߎいうߣߛ

そߩ後ޔ昭和ィ0ᐕޔ宮浦坑ߩߢ採炭ߪ長壁式ಾ羽動枠払ߥߣりޔ

そ߈ߣߩ払採炭工ޕߚߞߥߦ昭和ィ1ᐕߪߦಽ層払㧔スメイシンエ払㧕

ら߆ਃ川坑ߪ坑ญޔ߇いߥ変わらߪ઀੐場ޔߦ昭和ィィᐕޕߚߞߥߣ

入坑ߔるޕߚߞߥߦߣߎょ

昭和 ィ8ᐕ߆らޔߪ当時ޔ日鉄鉱業߆ら暼明坑߇ਃ井ߩ管轄ߞߥߦ

昭和ޔる着炭ߌߟ石炭層を見ޔߡߍߥߟ坑道をߩߢ߹それޔߢߩߚ

イ1～イ平 ᐕ頃ޔߪ暼明坑ߩ掘進ޔߡߒߣ払ߚ߈ߢ߇ら採炭ߩ઀੐をߒ
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ていた。昭和 59年１月の有明火災の時は、採炭の仕事であったが、

ちょうど自分は家にいた。その後しばらくは仕事ができなかったので、

火災の後片付けをやっていた。昭和 61年に 55歳で定年退職した。 

 

勝立社宅の生活 
三池にやってきたのは、争議後だったので、争議自体は経験してな

いが、争議後の雰囲気は社宅に残っていた印象がある。家族で引っ越

した社宅は勝立社宅の中の宮前(みやんまえ)社宅。社宅には長屋が

57 棟あり、その中には旧労、新労もいた。お隣さんに旧労の人もい

たが、自分たちは争議後にやってきたこともあって、近所付き合いは、

分け隔てなくできた。同じ社宅でも、支部は旧労・新労に分かれ、子

供のスポーツのチーム、家族会、イベントも社宅ごと、組合ごとに分

かれた。新労では、組合の支部のトップは地区長と呼ばれて選挙制。

他に副地区長、体育部長、厚生部長などがあり、任期制で、自分も体

育部長、厚生部長を歴任した。 

夏休みになると、小学生のチームの世話が回ってきて、休日を充て

たものであった。勤務とスケジュールが合わないことはなかったが、

冷たい飲み物を用意したり、食べ物のために持ち出したりすることも

あった。でも、子供はよその大人の言うことは、よく聞いてくれた。

職種対抗の試合もあって、自分も競技に出たことがある。その時は休

日を合わせたりした。 

坑内でけがをすることも度々あった。手の指の骨折、足の骨折をし

たこともある。昭和 45年～50年頃には、労災がとりにくくなり、結

局、労災をとることはなかった。 

当時は、報奨制度があり、精勤制度（日曜、祭日など公休日以外の

実働日数（約 300日）を出勤したら、旅行や金の指輪がもらえる満勤

制度）というのがあり、それを励みに、休まず働いた。途中で廃止さ

れてしまったのだが。 
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社宅ߪ希望をߔれ߫変われるޔ߇自ಽߪߜߚ特ߦ変わるޔߊߥߣߎ

引ߞ越ߚߒ当時ߣ同ߓ社宅ߦいޕߚ電気釜ߪ引ߞ越ߩߒ時ߦ持߈ߡߞ

いߡߒ増やߟߕߟ一ޔߢ状態ߩߒߥߪ冷蔵庫ߦ家ߪ当時ޔ߇思うߣߚ

昭和ޔ昭和ィ6ᐕߪ車ޕߚߞ ィ7～ィ8ᐕߦ電話を通߅ޕߚߒ風呂ߪ共同

浴場ޔ߇ߚߞߛ個人宅ߪߦイスߩዉ入ޔ瞬間湯沸ߒ߆器を取り付ޕߚߌ

買物ߪ社宅ߩ中ޔߦ会社組織ߩ売店߇あޔߢߩߚߞそߢߎそߩ日ߩಽ

߽ߡߒ配㆐ޔߪߦ߈ߣいߒ欲߇ニヴャߚ冷えߢ来客用ޕߚߒ購入ߌߛ

らޕߚߞクヴメヴߟ߇いߪߩߚ大ಽ後ޔ߇ߚߞߛ夜勤ߩ坑内勤務ߩ人

いう講ߣある勝立倶楽部ߦ中ߩ社宅ޔߢߩいߥ寝られߡߊ暑ߦ昼ޔߪ

堂ߦ集߹ߡߞ寝ߦ行߇ߣߎߊあޕߚߞょ

昭和 イイᐕߦ勝立社宅ߩ近ߦߊ家を建ޔߢߩߚߡ社宅を離れޕߚ今

߽そߦߎ在住ߡߒいるޕょ

ょ

 ࠕの出演と、石炭産業科学館のボランテࠖޠこえの博物館ޟ

ピメンテ゛アߎޟޔߪえߩ博物館ޕߌ߆ߞ߈߇ޠ宮浦坑ߩ時ߩ਄司

エߩ߆ߟ幾ޔらい集߹りߊ10人ߦ勝立地区公民館ޔߡら話を聞い߆

ャヴハߦಽ߆れޔߡそれߙれߩ思い出を話ޕߚߒ声ߩ録音ޔߤߌߚߒߪ

話ߪ雑談ߚߺいߥ内容ޕߚߞߛそߩ後ߩニタオ撮りޔߪ宮浦坑ญߩ近

઀繰ߪう㧝人߽ޔ人ߩ運搬工ߪ㧝人ޔ߇ߚߒ撮影ߢ㧟人合同ޔߢߊ

※

߈ߣߚいߦ炭鉱ޟߪ内容ޕߚߞߛ初対面߇時ߩそߪ㧝人ߩそޔߢ人ߩ

退ޕߚߞߛߩいう߽ߣޠいߐߛߊߡߒを話ߣߎいるߡ覚えޔߢߣߎߩ

職߆ߡߒら時間ߡߞߚ߇いޔߡߊߥ夢ޔߢ現場ߢ働いߡいるߎߣろを

見る߇ߣߎあるߣいう時期ߩ話をޕߚߒ今回ߚߺいߥ入社߇何ᐕߣߛ

静ޔߢ߆ߣ音ߩ電車ߩਃ井化学ޕいߥいߡߒߪߊߒ詳ߪ話ߩ઀੐ޔ߆

ニޔ完成後ޕߚߞあ߇撮影ߪ㧞～㧟時間ߜうߩ半日ޔߡߊߥらߥߦ߆

タオテヴハを߽らޔߤߌߚߺߡߞ恥ߒ߆ߕいよޕߨ当時ޔ近所ߩ人ߚ

ょޕߡߒりߚ言われߡߞޠよߚߒ߹映像見ޟߦߜ

石炭産業科学館ߢピメンテ゛アをߔるよう11ޔߪߩߚߞߥߦ ᐕ前

߹進߇あ߹り気ߪߣߎるߴ߾ߒޔߢߩߚいߡ働いߣ黙々ߢ坑内ޕら߆
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ブッュアャ߽あるޔߒある߽ߩいうߣピメンテ゛ア教育ޔ߇ߚߞ߆ߥ

石炭産業科学館ߚߞߥߦ世話߅ߢޠ博物館ߩえߎޟをߣߎいうߣら߆

職員(当時)ߦ薦߼られޔߡやるޕߚߒߦߣߎ以前ߪイイチߔる日を決

石ޔんߛんߛޔ߇ߚいߡ߈ߡㅍられߢ郵ㅍ߇スケグュヴャߩそޔߡ߼

炭産業科学館ߩ方ޔߢイイチ説明߽߈ߢるようߣߚߞߥߦいうޔߢߣߎ

今ޔߪ自ಽ߇行ߺߡߞようߣ߆いう時ߌߛ行ߊようޕߚߞߥߦょ

ピメンテ゛アߢ説明ߔるߣい߅ޔ߽ߡߞ客ߐんߩ中ߪߦ詳ߒい説明

ߌߛߜߚ自ಽߪ߆ߣ人ߩ家族連れޕある߇い時ߥߢそうߣい時ߒ欲߇

決߇出発時間ߩ߼ߚߊ行ߦん߽次ߐ団体ޔߒいう人߽いるߣいߚ見ߢ

石炭産業科学ޔらߚいߡߒ説明ߡߌ向ߦんߐ団体ޔ以前ޕいるߡߞ߹

館ߩ職員ߩ人ޟߦ次ߩ出発時間߇あるޔ߽ߢߩ う説明ߜߪょߣߞಾり

਄ߐߛߊߡߍいߣޠ言われߚりޕそうߣ߆思え߫ઁޔ ߈ߡߞや߇人ߩ

ょޕߓ感ߚߞいߡん要領を得ߛんߛޔら߆る場合߽あるߊߡߒ質問ߡ

自ಽ߇઀੐ߢよߊ知ߡߞいるޟジイヂプセクントンネャߎߣߩޠろ

大型機ߦߋߔߡߞ入ޔߤߌߛޕあん߹りߪろߎߣߩᱧ史ޔ߇いߒ詳ߪ

械߇あるߪߩ不自然ޔߢあޔߣ柱ߩ本数ޔ抜߈方ߐߊޔびߩ打ߜ方ߥ

んޔ߽߆自ಽߩいߎߣߚろߪߣ㆑うޕょ
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